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観光イベント「気楽に茶の湯体験」武居城公園

緑につつまれる「和合庵」 公園内の姫沙羅（ヒメシャラ）

お茶も空気も美味しく、くつろぐひととき
武居城公園にある茶室「和合庵」は閑静な公園内に
あるものの、近年は利用されることが少なかった。
昨年より村観光協会が体験茶会を開いたところ、盛況
であった。

事前予約制で、村内外の誰でも利用できる公園内は
季節ごと、シャラ、あじさい、はす、はぎなど美しい花
が楽しめる。



第2回
臨時会

議会構成 新たなスタート
第2回臨時会において議会構成を再編
令和3年度の基本方針を決定し、次世代へ
議長就任挨拶	 議長　北村直樹

4月30日付けで第54代朝日村議会議長の拝命を賜りました。これまでの朝日
村の歴史と伝統を作りあげてきた、先人や先輩方の思いを引き継ぐと思うと、そ
の責務は重大であると日々感じております。私は平成27年5月に（当時32歳の時）
朝日村議会議員へ立候補をし、早6年が経過いたしました。その間、議員活動を
する中で、村内で活躍されている諸先輩方から「朝日村のこれまでの歴史と伝統」・
「直近で抱えている課題」、そして「将来の明るい朝日村を作っていくには今後ど

のような施策が必要であるか」などのたくさんのご指導をいただきました。現在、日本を取り巻く
社会経済情勢は、コロナ禍をはじめとして戦後最悪の不安定な状況であります。村を運営する財
政に今後どのような影響が生じるか？まさに未知を予測しながら村政の舵取りを行っていかなくて
はなりません。議会は二元代表制の一翼を担う、非常に重要な任務を担っております。
私たち議員は、より一層の創意工夫と努力を積み重ねると共に、執行機関と真摯な議論を重ね「村
民のための施策」を実践していく。それこそが「明日への村民福祉」・「将来の明るい村づくり」に
繋がるものと確信をしております。村のテーマでもあります、「人・自然・産業が輝き、夢・希望・
笑顔あふれる朝日村づくり」のために議会一同頑張ってまいりますので、村民の皆様方にはこれ
からも変わらぬ温かいご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

副議長就任挨拶	 副議長　髙橋廣美

4月30日の臨時会において副議長に選任されました髙橋廣美です。大変光栄
に思いますとともに、責任の重大さを痛感しているところです。県下一という若
き北村議長の誕生は、地球温暖化問題、DX（デジタルトランスフォーメーション）
等新しい時代を迎える当村にとって、真に意義深いことと思います。
私は、議長を補佐し、村民に開かれた、新しい議会作りに務めてまいります。

今後とも皆様のご指導ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申しあげます。

議会構成及び一部事務組合等議会議員
議会構成

正副議長 議　長：北村直樹　副議長：髙橋廣美

総務産業委員会（5名） 委員長：上條昭三　　副委員長：齊藤勝則
委　員：清沢正毅・塩原智惠美・北村直樹

社会文教委員会（5名） 委員長：中村文映　副委員長：上條俊策
委　員：高橋良二・髙橋廣美・林　邦宏

議会運営委員会（4名） 委員長：塩原智惠美　副委員長：中村文映
委　員：髙橋廣美・上條昭三

広域連合及び一部事務組合
松本広域連合議会（1名） 北村直樹
松塩地区広域施設組合議会（2名） 北村直樹・中村文映
松本市・山形村・朝日村中学校組合議会

（6名）
北村直樹・中村文映・上條俊策・高橋良二・髙橋廣美・
林　邦宏

松塩筑木曽老人福祉施設組合議会（1名）髙橋廣美

選挙結果
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[ 議会年間活動計画基本方針 ]
　令和３年は議員としての任期４年の折り返し点であります。今後２年は現議会の総まとめであると
同時に、次世代への準備を整える年と位置付け、次の３項目を基本方針としました。
１　ウィズコロナの中、議会のデジタル化を始め各委員会活動の更なる向上を図り、議会活動が村民
に見える姿に高める。
２　議会の使命である「具体的な政策の最善なる最終決定」と「行財政運営の指摘と監視」を村民全
体の立場で遂行することを議員全員が自覚し、その職務をわきまえて行動する。
３　令和５年統一地方選挙に向けて、議会の無投票やなり手不足解消のための調査・研究を進める。

令和3年度常任委員会活動方針決定！

新型コロナワクチン接種・新型コロナ感染症対策関連
令和3年度一般会計補正予算9,250万円を議決
4 月 30日第 2回臨時会が招集された。冒頭、村長の議案説明の前にコロナワクチン接種について、4月
30日に 1箱 975 回接種分が入荷、5月 8日より高齢者接種を開始するとの報告があった。臨時会では一
般会計補正予算コロナ関連を含む 9,250 万円等村提出の全議案を議員全員一致で原案どおり可決した。
◦報告 1件（損害賠償の額）
◦専決処分の承認 5件
　　条例 3件（税条例一部改正・固定資産評価審査委員会条例一部改正・国保税条例一部改正）
　　補正予算 2件（令和 2年度　一般会計・国保会計）
◦辺地計画の変更◦工事請負契約の変更（公民館講堂改修工事）
◦予算 1件（令和 3年度　一般会計）
◦同意 1件（教育委員会委員の任命）　教育委員会委員　上條正光氏
◦選挙　正副議長・広域連合議会議員・一部事務組合議会議員	※選挙結果は 2ページをご覧ください。

社会文教委員会
議会の委員会構成が5月に再編され、新しい構成員で社会文教
委員会がスタートしました。6月定例会では委員会が所管する請
願・陳情が無かったため、委員会では主に今年度の活動方針及び
スケジュールの検討を行い決定しました。
村委員会条例では社会文教委員会（社文）の所管は、住民福祉
課と教育委員会及び建設環境課の環境と廃棄物に関することと
定められています。
委員会では発生する問題や課題に対し臨機応変に対応してい

く方針ですが、今議会最終日に、議会閉会中でも調査が行えるよ
う、以下の2項目につき継続調査の申出を行いました。
⑴あさひ保育園の運営に関すること。
職員との懇談を通して課題の把握及び増設された施設の視察

⑵朝日小学校の運営に関すること。
教職員と懇談し、GIGAスクール構想の進捗及び課題の把握。また、
大規模改修されたトイレの視察及び使い勝手や問題点の把握
村民の皆さん、村政の福祉・教育・環境等で何か疑問な点があり

ましたら、委員にお声掛けください。
社会文教委員長　中村文映

総務産業委員会
総務産業委員会の所管事務継続調査を令和3

年度通年で実施します。
総務産業委員会では、6月定例会に開催された

委員会で、次の事件について閉会中も所管事務調
査を行うことを決定しました。
（1）	朝日村農業ビジョンに関すること。
第1回の委員会は7月1日に開催を予定し、担当
課産業振興課長より、村農業の問題解決と活性化
を図るため今後取組んでいく農業政策の指針とな
る「朝日村農業ビジョン」について説明を受けるこ
ととしました。第2回の委員会は初回農業ビジョン
検討会が8月初旬開催された後に開催します。委
員会では、村が農業ビジョンを策定する中で、必要
があれば提言もしていきたいと思います。
（2）	集落支援員に関すること。
事例研究等役割について、年度末までかけて継

続調査します。
総務産業委員長　上條昭三
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６月
定例会

新型コロナウイルスワクチン接種始まる
［一般会計補正予算］
コロナ・集落支援・避難地整備など6,680万円を追加
令和 3年 6月定例会は 9日（水）に招集された。冒頭小林村長より議案説明前に、新型コロナワクチン
接種について説明があった。ゴールデンウイーク明けの 5月 8日より 65歳以上の 1,475 人を対象にワク
チン接種を開始し、電話予約から接種まで期日指定を行い、混乱なく順調に行われている。高齢者の接種の
終了見込みは 7月 18日を予定との説明があった。
主な議案内容は以下のとおり。18日最終日、村提出の全議案を原案どおり可決して閉会した。
◦報告 4件（令和 2年度一般会計繰越明許費繰越計算書、令和 2年度簡易水道事業会計及び下水道事業
会計予算繰越計算書、令和 2年度土地開発公社経営状況）

◦条例 2件　◦財産取得 1件　◦予算 3件　◦意見書 1件

朝日村緊急防災へリポート条例の制定について
防火水槽40トンを含む工事は5月末終了。芝生の養生とドクターヘリ
の緊急着陸場所の登録を行っており、村内では 7ヶ所目の登録地となる。
財産の取得について
除雪用のホイルローダー（8t 級）1台、取得価格 1,260 万円

手数料徴収条例の一部を改正する条例について
別表の個人番号カードの再交付手数料の規定を削除した。

令和 3 年度朝日村一般会計補正予算について
歳入歳出補正額	 6,680 万円
拠点避難地整備	 3,820 万円（旧役場庁舎跡地）
集落支援員事業	 726 万円

集落支援員事業とは総務省所管の事業で、住民と行政の協働の下、地域の実情や時代に対応した集落
の維持及び活性化対策、移住定住の促進等を推進するための事業です。今年度は 3名の採用を予定し、
会計年度任用職員となります。

その他主な補正予算は
低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金事業	 510 万円
新型コロナウイルスワクチン接種事業	 363 万円
小学校施設管理費（新型コロナ対策）	 165 万円

総務産業委員会報告
6月議会において委員会に付託された陳情第1号
「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める
意見書」の採択を求める陳情書について、慎重に
審査した結果、委員会では全会一致で「採択すべ
きもの」と決定しました。
陳情者の説明です。「労働者が健康で文化的な
生活をする上で必要な最低生計費に、地域による
大きな格差は認められません。若者1人が自立して
生活するうえで必要な最低生計費は全国どこでも
月25万円前後の収入が必要であると、全労連の調
査結果が出ています。」

陳情書では、地域間格差をなくした全国一律最
低賃金制度への見直しと最低賃金1500円以上へ
の引き上げを要望しています。と同時に、最低賃
金を引き上げても経営が継続できるように、中小
企業への支援策を適切に拡充し、中小企業の経営
と労働者の生活といのちを守ることを要望してい
ます。
「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求め
る意見書」は本会議にて議決後、関係行政庁に提
出されました。

総務産業委員長　上條昭三

陳情報告
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塩原智惠美議員（5ページ）

1	村民が満足する地域共生社会の実現に向けて

上條俊策議員（6ページ）

1	災害時に備えての対応と、地球温暖化対策について

高橋良二議員（6ページ）

1	議員報酬について

清沢正毅議員（7ページ）

1	新型コロナワクチン接種事業について

髙橋廣美議員（7ページ）

1	国の方針である「2050年温室効果ガス排出量ゼロ」
に対する当村進捗状況は

2 野俣沢キャンプ場の環境整備について

林　邦宏議員（8ページ）

1	大尾沢水源林の公的管理は

中村文映議員（8ページ）

1	コロナ禍及び少子高齢化社会における公民館活
動について

齊藤勝則議員（9ページ）

1	職員報酬と議員報酬のアップで活性化を
2 旭ヶ丘団地の住宅改修、早期前倒しを

上條昭三議員（9ページ）

1	コロナウイルス感染症対策の継続について
2 協働について提言
3 水害対策「流域治水関連法」について

塩原智惠美 議員

村政に問う！！一 般
質 問 一般質問とは、議場において議員が日常活動と住民の声や疑問をもとに、村政全般に

わたり行政の姿勢を質すものです。

ここが聞きたい　9議員 13 項目
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会
の

実
現
に
向
け
た
対
応
は
い
か
に

村
長	

不
十
分
は
多
々
あ
る
。
こ
れ
か
ら
詰
め
る
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問　
今
、
地
球
上
各
地
で
災
害
が
起
き
て

お
り
、
原
因
は
地
球
温
暖
化
が
大
き
な
要

因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
各
国
は

2
0
3
0
年
ま
で
の
二
酸
化
炭
素
排
出

量
削
減
目
標
を
掲
げ
、
日
本
は
4
月
22
日

2
0
1
3
年
度
比
46
%
減
と
す
る
新
目

標
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
政

府
が
パ
リ
協
定
後
に
国
連
に
提
出
し
た
削

減
目
標
2
0
1
3
年
度
比
26
%
減
か
ら

大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、各
国・

各
所
か
ら
50
%
削
減
を
勧
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
厳
し
い
削
減
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
は
、国
民
一
人
一
人
が
意
識
し
、

実
行
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
C
O
2

の
ほ
と
ん

ど
は
電
力
・
ガ
ス
・
ガ
ソ
リ
ン
の
消
費
で

す
。
電
力
消
費
は
冷
蔵
庫
14
．
2
%
・
照

明
器
具
13
．
4
%
・
テ
レ
ビ
8
．
9
%
・

エ
ア
コ
ン
7
．
4
%
で
ガ
ス
・
暖
房
器

具
は
化
石
燃
料
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
電
気
器
具
に
変
え
る
こ
と
が
C
O
2

削
減
に
繋
が
り
ま
す
。
そ
こ
で
お
聞
き
し

ま
す
。

　
現
在
村
は
、
太
陽
光
発
電
の
補
助
金
が

あ
り
ま
す
が
、
安
い
電
気
を
蓄
電
し
災
害

時
に
も
使
え
る
蓄
電
池
設
置
・
製
造
中

止
が
進
ん
で
い
る
従
来
の
照
明
器
具
の

L
E
D
化
・
電
気
料
の
安
い
給
湯
器
（
エ

コ
キ
ュ
ー
ト
）
等
の
補
助
金
の
創
設
は
お

考
え
で
し
ょ
う
か
。

蓄
電
池
・
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
は
災
害
時
に
も

大
い
に
役
立
つ
も
の
と
考
え
ま
す
。

建
設
環
境
課
長　
今
後
、
C
O
2

削
減
と

災
害
時
対
応
に
、
又
省
エ
ネ
に
よ
る
電
気

料
削
減
の
た
め
に
も
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

要
望　
松
本
市
は
施
行
し
て
い
る
。
朝
日

村
も
早
々
に
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
朝
日
村
村
議
会
選
挙
で
は
、
前
回
、

前
々
回
と
も
無
投
票
で
し
た
。
全
国
的
に

も
議
員
の
な
り
手
不
足
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
村
議
員
立
候
補
に
は
、
今
ま

で
不
要
だ
っ
た
供
託
金
15
万
円
納
付
が
必

要
で
す
。

　

な
り
手
不
足
は
選
挙
費
用
だ
け
の
問
題

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
無
投
票
を
避
け

る
た
め
に
も
、
朝
日
村
も
年
相
応
に
議
員

報
酬
を
あ
げ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

村
長　
村
民
の
声
が
大
事
。
他
の
町
村
も

検
討
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

災
害
時
対
応
と
、

地
球
温
暖
化
対
策
は

答	

今
後
、前
向
き
に
検
討
し
て
い
く

上條俊策 議員

議
員
報
酬
引
上
げ
は

答	

村
民
の
声
が
大
事

高橋良二 議員

6月定例会議場

太陽光パネルの設置
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問　
接
種
計
画
は
周
知
済
み
で
あ
る
が
、

全
村
民
分
の
ワ
ク
チ
ン
は
確
実
に
確
保

で
き
る
の
か
？

住
民
福
祉
課
長　
4
月
30
日
に
2
箱
、
6

月
末
に
2
箱
そ
し
て
更
に
3
箱
申
請
し
て

あ
り
、
村
民
全
員
分
は
確
実
に
確
保
で
き

て
い
る
。
す
べ
て
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
で
あ
る
。

接
種
も
計
画
ど
お
り
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

65
歳
以
上
は
7
月
18
日
、
16
歳
か
ら
64
歳

は
10
月
中
旬
ま
で
に
は
終
了
見
込
み
。
12

歳
か
ら
15
歳
へ
の
接
種
方
法
は
検
討
中

問　
接
種
当
日
に
ワ
ク
チ
ン
が
余
っ
た

事
は
あ
る
か
？
そ
の
時
の
対
応
は
？

住
民
福
祉
課
長　
余
剰
ワ
ク
チ
ン
は
数

人
分
発
生
し
た
が
、
接
種
業
務
に
携
わ
る

医
療
関
係
者
へ
の
接
種
を
行
い
ワ
ク
チ

ン
廃
棄
は
全
く
な
い
。
今
後
も
余
剰
発
生

に
備
え
て
予
約
の
際
に
把
握
を
し
て
お

き
、
対
応
に
備
え
る
。

問　
医
療
関
係
者
へ
の
接
種
は
済
ん
で

い
る
こ
と
と
思
う
が
、
介
護
従
事
者
・
教

職
員
・
保
育
士
な
ど
感
染
に
よ
る
業
務
へ

の
影
響
の
高
い
方
へ
の
優
先
接
種
は
ど

の
様
に
考
え
て
い
る
か
？
村
外
か
ら
の

勤
務
者
へ
の
接
種
は
？

住
民
福
祉
課
長　
現
在
老
人
施
設
職
員
へ

の
接
種
は
終
了
、
今
後
も
予
定
通
り
の
ワ

ク
チ
ン
入
荷
を
前
提
に
、
業
務
に
影
響
が

考
え
ら
れ
る
介
護
従
事
者
・
教
職
員
・
保

育
士
等
へ
も
、
64
歳
以
下
の
接
種
に
支
障

と
な
ら
な
い
範
囲
で
優
先
接
種
を
計
画
し

て
い
く
。
こ
の
場
合
村
外
か
ら
の
勤
務
者

も
当
村
で
の
接
種
を
可
能
と
す
る
。	

問　
職
域
接
種
も
始
ま
り
今
後
県
に
よ

る
集
団
接
種
も
始
ま
る
。
つ
い
て
は
松
本

保
健
所
圏
域
で
居
住
地
で
な
く
て
も
接

種
券
を
持
っ
て
行
け
ば
ど
こ
で
も
接
種

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
弾
力
的
な
接
種

の
仕
組
み
づ
く
り
を
松
本
広
域
の
理
事

者
会
で
提
案
し
た
ら
い
か
が
か
？

村
長　
各
自
治
体
と
も
今
は
一
回
目
の

接
種
対
応
に
精
一
杯
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

将
来
に
渡
っ
て
も
続
く
た
め
一
回
目
終

了
後
は
広
域
運
用
も
可
能
と
考
え
る
。

問　
事
情
に
よ
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で

き
な
い
方
へ
の
差
別
化
が
話
題
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
村
と
し
て
も
対
応
を
検
討

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
い
か
が
か
？

村
長　
村
と
し
て
す
で
に
課
題
と
し
て
捉

え
て
お
り
、対
応
の
検
討
に
入
っ
て
い
る
。

問　
温
室
効
果
ガ
ス
問
題
は
、
今
や
世
界

中
の
若
者
の
間
で
も
重
大
な
問
題
と
し
て

取
り
あ
げ
ら
れ
、
も
は
や
見
過
ご
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
わ
が
国
に
お
い

て
も
、
世
界
に
向
け
て
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の

宣
言
を
し
、
各
自
治
体
、
企
業
等
も
積
極

的
に
取
組
み
始
め
て
い
る
。
当
村
に
お
い

て
も
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
、
今
や
る
べ

き
こ
と
は
何
か
、
自
分
の
村
で
な
に
が
で

き
る
か
な
ど
、
分
か
り
や
す
く
啓
蒙
活
動

す
る
必
要
が
あ
る
。
当
村
の
特
徴
で
あ
る

森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
は
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、
ま
た
今

後
の
森
林
整
備
の
あ
り
か
た
で
も
意
義
の

あ
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

村
長　
村
に
お
い
て
も
こ
の
温
室
効
果
ガ

ス
問
題
は
充
分
承
知
は
し
て
い
る
。
村
と

し
て
の
取
組
の
体
系
だ
っ
た
進
め
方
を
明

確
化
す
る
時
期
に
き
て
い
る
。
今
後
は「
朝

日
村
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
」（
仮
称
）

と
し
て
、
基
本
的
な
考
え
方
や
具
体
的
な

進
め
方
を
示
し
て
い
き
た
い
。

問　
野
俣
沢
キ
ャ
ン
プ
場
の
環
境
整
備
を

　
県
内
屈
指
の
景
観
を
誇
る
野
俣
沢
キ
ャ

ン
プ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
順
調
に
ス
タ
ー
ト

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
環
境
問
題
、
特
に

ト
イ
レ
の
問
題
で
す
。
旧
態
依
然
の
和
式

ト
イ
レ
中
心
で
は
豊
か
な
自
然
を
満
喫
で

き
て
も
、
満
足
し
て
帰
れ
ま
せ
ん
。
子
供

連
れ
の
ご
家
族
が
満
足
で
き
る
ト
イ
レ
に

替
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　

特
に
子
供
、
女
性
の

キ
ャ
ン
パ
ー
は
清
潔
な
ト
イ
レ
が
キ
ャ
ン

プ
場
選
び
の
条
件
で
あ
る
と
聞
く
。
前
向

き
に
検
討
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
の

現
状
と
今
後
の
展
開
は
？

答	

計
画
ど
お
り
順
調
、
10
月
中
旬
ま
で
に
は
終
了
見
込

清沢正毅 議員

２
０
５
０
年
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

ゼ
ロ
へ
村
の
対
応
は

答	

村
版
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討

髙橋廣美 議員

野俣沢林間キャンプ場
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問　
朝
日
村
簡
易
水
道
の
水
源
は
、
大
尾

沢
の
湧
水
・
西
洗
馬
外
山
沢
の
伏
流
水
・

船
ケ
沢
の
河
川
水
か
ら
構
成
さ
れ
給
水
さ

れ
て
い
る
。
主
水
源
で
あ
る
大
尾
沢
の
湧

水
は
、
私
有
林
内
の
第
2
水
源
地
で
取
水

さ
れ
林
道
に
沿
っ
て
埋
没
さ
れ
た
送
水
管

で
麓
の
浄
水
場
に
送
水
さ
れ
、
各
戸
に
給

水
さ
れ
て
い
る
。
最
大
課
題
は
、
私
有
林

を
水
源
林
と
し
、
将
来
に
渡
っ
て
持
続
的

で
安
定
性
の
あ
る
水
道
事
業
が
展
開
で
き

る
の
か
。
大
尾
沢
林
道
愛
護
会
の
ご
厚
意

に
す
が
っ
て
い
る
現
状
か
ら
脱
皮
し
、
公

有
化
を
図
っ
て
安
全
・
安
心
な
水
源
林
管

理
が
必
須
あ
り
、
早
急
な
対
処
が
必
要
だ

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
取
組
む
か
。

建
設
環
境
課
長　
安
心
・
安
全
な
水
源
地

確
保
の
た
め
、
地
権
者
と
の
協
議
を
継
続

し
、
ご
理
解
を
求
め
公
有
化
を
進
め
た
い
。

問　
規
制
が
か
か
っ
て
い
な
い
水
源
林
を

安
全
に
維
持
す
る
た
め
、
即
や
り
易
い
こ

と
か
ら
始
め
た
ら
い
か
が
か
。
水
源
林
の

涵
養
維
持
は
保
安
林
の
目
的
で
す
か
ら
、

保
安
林
指
定
す
る
と
地
権
者
の
同
意
が
得

や
す
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

産
業
振
興
課
長　
保
安
林
の
指
定
は
農
林

水
産
大
臣
で
あ
る
の
で
地
権
者
の
ご
理
解

が
得
ら
れ
る
と
進
め
ら
れ
る
。

問　
本
来
な
ら
県
条
例
の
「
水
資
源
保
全

条
例
」
に
沿
い
「
水
資
源
保
全
地
域
」
と

し
た
い
が
、
保
安
林
の
指
定
を
早
急
に
し
、

1
6
4
ha
の
森
林
域
に
規
制
を
掛
け
、
次

の
段
階
に
進
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

村
長　
こ
の
提
案
に
沿
っ
て
進
め
た
い
。

要
望　
大
尾
沢
林
道
愛
護
会
は
、
発
足
53

周
年
と
な
る
、
林
道
も
入
口
か
ら
公
有
化
、

そ
し
て
水
神
祭
も
一
日
も
早
く
村
主
催
で

開
催
す
る
体
制
を
切
望
し
ま
す
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
、

改
め
て
公
民
館
の
役
割
及
び
目
指
す
も
の

が
何
か
。

教
育
長　
社
会
教
育
を
基
盤
と
し
た
人
づ

く
り
、
繋
が
り
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の

拠
点
で
あ
り
、
人
々
の
拠
り
所
で
あ
る
。

住
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
集
い
学
び
続
け

る
場
所
を
整
備
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
構
築
し
た
い
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
何
か
新
し
い
取
組
は

行
っ
た
か
。

教
育
次
長　
ま
だ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
オ
ン

ラ
イ
ン
な
ど
整
備
が
進
ん
だ
の
で
で
き
る

か
と
は
思
い
ま
す
。

問　
催
し
開
催
の
情
報
が
伝
わ
っ
て
こ
な

い
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
と
は
考

え
て
い
な
い
。
公
民
館
活
動
が
停
止
し
て

い
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
入
三
分
館
長
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る

活
動
停
止
要
望
に
ど
う
応
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
分
館
長
と
主
事
か
ら
現
状
を
お

伺
い
し
て
い
る
が
、
現
状
の
厳
し
さ
を
受

け
止
め
、
活
動
を
停
止
せ
ず
に
と
も
に
活

動
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、
分
館
に
検
討

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　
公
民
館
長
は
非
常
勤
特
別
職
か
ら
会

計
年
度
任
用
職
員
に
な
っ
た
が
、
制
度
の

見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
法
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ

る
条
例
の
見
直
し
等
、
も
う
一
度
検
討
し
、

今
後
、
整
備
す
べ
き
は
整
備
す
る
。

要
望　
公
民
館
は
「
社
会
教
育
の
学
校
」

で
あ
り
「
教
室
」
と
考
え
ま
す
。
村
が
目

指
す
公
民
館
の
役
割
を
実
現
す
べ
く
、
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
施
策
を
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
教
育
長
、
公

民
館
長
、
主
事
が
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

大
尾
沢
水
源
林
の
公
的
管
理
は

答	

公
有
化
に
向
け
て
地
権
者
と
協
議
し
て
い
る

林　邦宏 議員

公
民
館
の
役
割
及
び
目
指
す
姿
は

答	

人
づ
く
り
、繋
が
り
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
り
、人
々
の
拠
り
所
で
あ
る

中村文映 議員

大尾沢第２水源地

今年も中止になったお夏まつり
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問　
旭
ケ
丘
団
地
の
長
寿
命
化
計
画
・
仮

住
い
計
画
も
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
す
ば

ら
し
い
と
お
も
い
ま
し
た
。
有
難
い
こ
と

で
す
。
村
で
一
番
古
い
団
地
で
、
同
時
に

高
齢
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
計
画
を
、

も
う
少
し
早
く
年
齢
を
考
え
て
前
倒
し
で

き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
団
地
内

道
路
も
、
少
し
広
く
で
き
な
い
も
の
か
。

向
陽
台
団
地
も
若
い
人
達
が
多
く
、
す
ば

ら
し
い
団
地
で
す
。
村
内
の
ど
の
団
地
も

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
ま
す
と
村
の
貴
重

な
宝
で
す
。
そ
ん
な
中
ぜ
ひ
善
処
し
て
も

ら
い
た
い
が
い
か
が
で
す
か
。

建
設
環
境
課
長　
長
寿
命
化
計
画
、
団
地

内
住
民
と
4
月
に
話
し
合
い
を
も
ち
ま
し

た
。
計
画
は
し
っ
か
り
と
住
民
と
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。
道
路
の
拡
幅
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

令
和
3
年
度
役
場
職
員
の
新
規
採
用
は

答　
採
用
は
公
平
を
き
し
て
い
る
が
、
村

民
か
ら
の
、
応
募
者
は
な
か
っ
た
。

問　
当
村
の
出
身
者
が
今
年
度
採
用
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
将
来
を
考
え
る
と
バ
ラ
ン

ス
の
点
か
ら
も
、
ま
た
集
落
支
援
の
問
題

と
か
、
自
立
の
村
づ
く
り
の
点
か
ら
も
行

政
も
議
会
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
い
か

が
か
。

村
長　
地
元
採
用
を
こ
れ
か
ら
も
村
民
に

し
っ
か
り
P
R
し
て
行
く
つ
も
り
で
す
。

報
酬
に
つ
い
て
は
一
般
の
公
務
員
制
度
も

あ
り
、
有
難
い
提
案
で
す
が
、
段
階
を
踏

ん
で
行
か
な
い
と
対
応
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
。

問　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
抑
え
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
突
然
イ

ン
ド
株
の
よ
う
な
変
異
株
が
入
り
感
染
を

拡
大
さ
せ
る
可
能
性
も
あ
り
、
安
心
は
で

き
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
日

本
人
に
対
し
て
は
、
ど
の
程
度
、
ど
の
期

間
効
果
が
あ
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
を
2
回
接
種
し
て
も

安
心
せ
ず
に
、
新
規
感
染
の
発
症
が
無
く

な
る
ま
で
、
朝
日
村
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
は
従
来
ど
お
り
継
続
い
た
し

ま
す
で
し
ょ
う
か
。

住
民
福
祉
課
長　
12
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
10
月
に
は
終
了
す
る
予
定
で
あ
る

が
、
11
歳
以
下
は
未
接
種
に
な
る
、
変
異

株
も
気
に
な
る
の
で
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
は
従
来
ど
お
り
継
続
す
る
。

問　
協
働
に
よ
る
村
づ
く
り
は
、
村
と
区・

地
区
に
よ
る
協
働
が
主
体
と
な
る
か
と
思

い
ま
す
。

　
具
体
的
な
提
案
で
す
。
各
地
区
で
協
働

の
目
標
を
出
し
実
行
し
ま
す
。
ど
ん
な
些

細
な
事
で
も
よ
い
の
で
実
行
し
た
ら
報
告

し
て
も
ら
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
も
実
行

し
て
協
働
に
慣
れ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
協
働
の
た
め
、
地
区
未
加
入
者
の
加

入
促
進
策
と
し
て
補
助
金
を
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。

村
長　
地
区
未
加
入
者
に
は
地
区
が
主
導

し
て
加
入
促
進
す
べ
き
も
の
で
、
村
は
主

導
で
き
な
い
。
し
か
し
村
は
災
害
時
に
人

命
に
か
か
わ
る
自
主
防
災
会
に
は
全
村
民

の
加
入
促
進
を
主
導
す
る
。

問　
地
域
全
体
で
水
害
を
防
ぐ
「
流
域
治

水
」
関
連
法
が
、
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。

質
問
で
す
。

　
「
中
小
河
川
に
も
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
て
リ
ス
ク
を
事
前
に
周
知
す
る
」

こ
れ
は
、
今
議
会
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
全
戸
配
布
を
も
っ
て

事
前
周
知
と
考
え
ま
す
か
。

建
設
環
境
課
長　
今
回
事
前
周
知
す
る
鎖

川
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
上
針
尾
橋
か

ら
下
流
の
部
分
で
、
上
針
尾
橋
か
ら
上
流

は
松
本
建
設
事
務
所
の
管
轄
と
な
り
、
今

回
上
流
の
部
分
は
記
載
さ
れ
な
い
。

旭
ケ
丘
団
地
長
寿
命
化
計
画
前
倒
し
を

答	

住
民
と
協
議
し
て
や
る

齊藤勝則 議員

鎖
川
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
事
前
周
知
は

答	

今
回
は
上
針
尾
橋
か
ら
下
流
の
鎖
川
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
だ
け

上條昭三 議員

旭ヶ丘団地



開 か れ た 議 会 を 目 指 し て

その一歩がスタート！
議会運営委員会の役割は３つ。「議会の運営」・「議会

会議規則や委員会条例」・「議長の諮問」に関することで
す。特に議会運営は多岐にわたり、中でも議会改革（村
民の声を行政に生かせるように議会の構造や考えを変
えていく取組）は重要なテーマです。
そのために今年は２つの試みを行います。一つは、常

任委員会の活性化で、各委員会が所管としている行政
事務について閉会中も継続調査することにしました。

また、村民の負託を受けた議会活動は、村民によって
チェック・監視されなければいけません。そのために二
つ目として、「議会モニター設置要綱」を策定して、モニ
ターの公募をしました。
議員任期が２年を切る中、少しでも議会活動を見え

る化し村民の関心を集める議会にしてまいります。
議会運営委員長　塩原智惠美

新体制による
議会改革
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議
会
は
、
6
月
定
例
会
で
「
朝
日
村

議
会
モ
ニ
タ
ー
設
置
要
綱
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

以
前
か
ら
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
あ
り
ま

し
た
が
、
今
回
は
要
綱
を
策
定
し
て
、
人

数
、
職
務
、
任
期
、
提
案
意
見
の
取
扱
い

な
ど
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
制
度
は
村
民
の
意
見
を
広

く
聴
取
し
議
会
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が

目
的
で
す
が
、
大
切
な
の
は
、
モ
ニ
タ
ー

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
中
で
、
議
会
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
多
様
な
人
材
の
議
会

へ
の
参
画
を
促
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

モ
ニ
タ
ー
は
村
民
で
あ
れ
ば
年
齢
は
問

わ
ず
、
任
期
2
年
、
定
員
は
10
名
。
報
酬

は
あ
り
ま
せ
ん
。（
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
）
可
能
な
範
囲
で
本
会
議
や
委
員
会
な

ど
の
会
議
を
傍
聴
し
て
、
要
望
や
提
言
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
、ま
た「
議
会
だ
よ
り
」

等
へ
の
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

是
非
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、

議
会
と
い
う
窓
口
を
通
し
て
村
づ
く
り

に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

議
会
が
募
集
し
た『
モ
ニ
タ
ー
』に
は
、

現
在
10
～
80
代
ま
で
の
幅
広
い
世
代
か
ら

7
名
の
方
に
応
募
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

6
月
25
日
中
央
公
民
館
で
4
名
の
出
席
を

い
た
だ
き
、議
長
及
び
議
会
運
営
委
員
が

参
加
し
て
、第
１
回
議
会
モ
ニ
タ
ー
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
さ
ん
紹
介

下
古
見	

横
山　
吉
美	

氏

南
下	

武
田　
久
人	

氏

御
馬
越	

齊
藤　
正
法	

氏

針
尾	

山
田　
喜
孝	

氏

本
郷	

三
村　
俊
英	

氏

三
ケ
組	

塩
原　
達
也	

氏

原
新
田	

羽
多
野　
美
映	

氏

そ
の
中
で「
移
住
者
対
応
や
人
口
減
少

下
で
の
行
政
の
対
応
に
興
味
が
あ
る
」・「
政

治
離
れ
が
進
む
中
、地
域
の
行
政
運
営
は

い
か
に
」・「
議
員
の
い
な
い
地
区
の
要
望
を

ど
う
行
政
に
伝
え
る
か
探
り
た
い
」・「
議
員

が
し
っ
か
り
や
っ
て
い
る
か
を
見
て
い
き
た

い
」な
ど
応
募
の
動
機
や
、「
議
員
活
動
は

別
世
界
の
事
、雲
の
上
の
存
在
で
、具
体
的

に
何
を
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
」な
ど
現

在
の
議
員
の
イ
メ
ー
ジ
を
率
直
に
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、議
会
に
期
待
す
る

こ
と
と
し
て「
議
会
か
ら
の
情
報
発
信
を
多

様
な
媒
体
を
使
っ
て
発
信
し
て
欲
し
い
」・「一

般
質
問
を
し
て
も
、そ
れ
で
終
り
、最
後
ま

で
突
き
詰
め
た
対
応
を
望
む
」な
ど
、現
在

の
議
会
の
課
題
や
現
状
を
鋭
く
指
摘
し
て

い
た
だ
く
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
化

６
月
議
会
で
要
綱
決
め
る

第
一
回
議
会
モ
ニ
タ
ー
会
議
開
催
さ
れ
る

―議会モニター募集中―
モニターってどんな仕事をするの？
村民が議会活動を知って、要望や提言を議会

に届けていただく、また、議会がより民主的に運
営されるよう助言をいただくため「モニターさん」
を募集しています。
モニターさんにはご都合のつく時に議会や委

員会の傍聴、『モニター会議』や議員との意見交
換会に出席していただき、また「議会だより」を読
んで意見や提案を寄せていただきます。是非ご
参加ください。

お問い合わせ・申し込み　TEL.0263-99-2001（議会事務局）　E メール：gikai@vill.asahi.nagano.jp

委嘱書を受け取るモニターさん

朝日村議会だより
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去
る
6
月
18
日
、
定
例
会
終
了
後
、
午

後
1
時
30
分
か
ら
村
内
視
察
が
あ
り
、
役
場

駐
車
場
広
場
に
竣
工
さ
れ
た
緊
急
防
災
ヘ
リ

ポ
ー
ト
を
見
学
し
ま
し
た
。
芝
生
も
あ
り
有

事
以
外
は
村
民
の
憩
い
の
場
に
な
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
次
に
大
尾
沢
浄
水
場
で
は
、
清

掃
予
定
の
舟
ケ
沢
河
川
水
沈
澱
槽
の
砂
の
溜

ま
り
具
合
い
を
見
た
り
、
ま
た
第
二
水
源
で
は
と
て
も
き
れ
い
な
湧

水
も
見
る
こ
と
が
で
き
貴
重
な
朝
日
の
財
産
だ
と
思
い
ま
し
た
。
次

に
舟
ヶ
沢
の
取
水
口
の
改
良
し
た
様
子
を
確
認
し
た
の
ち
、
村
の
圃

場
整
備
計
画
6
工
区
の
う
ち
最
初
の
御
道
開
渡
工
区
の
き
れ
い
に

な
っ
た
整
備
現
場
を
視
察
し
、
と
て
も
農
業
に
は
魅
力
的
な
場
所
に

な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
最
後
に
間
登

男
之
湯
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

環
境
も
設
備
も
素
晴
ら
し
く
、
こ
れ
な

ら
本
当
に
村
民
の
癒
し
の
湯
宿
に
な
る

な
と
感
嘆
し
き
り
で
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
が
収
ま
れ
ば
既
に
許
可
も
と
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、
早
い
開
業
が

待
ち
望
ま
れ
ま
す
。

（
齊
藤
勝
則
）

6
月
24
日
に
議
会
を
代
表
い

た
し
ま
し
て
、
御
道
開
渡
工
区
ほ

場
整
備
竣
工
式
に
参
加
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
平
成
30
年
に
事

業
化
が
進
め
ら
れ
、
事
業
費
約

1
億
8
千
万
円
（
負
担
割
合
・
国

55
%
・
県
30
%
・
村
15
%
）
を
投

下
し
整
備
面
積
3
．
5
ha
が
整
備

さ
れ
、
受
益
戸
数
は
18
人
で
あ
り

ま
す
。
御
道
開
渡
工
区
の
以
前
の

地
形
は
急
峻
な
地
形
で
大
型
の
農

機
具
の
導
入
や
高
付
加
農
産
物

生
産
の
導
入
が
難
し
い
状
況
で
あ

り
、
結
果
と
し
て
耕
作
放
棄
地
が

目
立
つ
場
所
で
し
た
。
し
か
し
、

今
回
の
整
備
で
農
地
の
集
団
化
や

畑
か
ん
施
設
の
更
新
に
よ
り
、
農

業
生
産
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
近
代

農
業
地
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。今
日
ま
で
、必
死
に
頑
張
っ

て
こ
ら
れ
た
、
御
道
開
道
工
区
実

行
委
員
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者

の
皆
様
に
は
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。
村
内
で
は
今
後
5
工
区
の
ほ

場
整
備
計
画
が
あ
り
、
順
次
工
事

着
工
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

御
道
開
渡
工
区
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
近
代
農
業
地
に
生
ま
れ
変
わ

る
よ
う
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

（
北
村
直
樹
）

地
域
を
目
で
見
て

聞
い
て
参
加
し
て

議
員
は
、
議
員
活
動
日
誌
の
と
お
り
た
く
さ
ん
の
諸
会
議
・

行
事・研
修
及
び
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

主
だ
っ
た
活
動
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

御
道
開
渡
工
区
ほ
場
整
備
竣
工
式

議会活動日誌
4 月

4 日 村消防団総合訓練
14 水 村議会全員協議会
26 月 朝日野菜予冷庫集出荷施設竣工式
27 火 議会運営委員会
30 金 村議会第２回臨時会

議会だより第40号発行日
5 月

1 土 キャンプ場安全祈願
10 月 土地開発公社理事会

旧役場庁舎土地の後利用に係る相談会
12 水 村議会全員協議会
15 土 大尾沢林道愛護会御水神祭
25 火 篠ノ井線松本地域活性化協議会
26 水 東筑摩郡村議会議長会臨時総会
27 木 村議会全員協議会
28 金 議会運営委員会打合せ会
31 月 朝日村中央公民館講堂改修工事竣工式

6 月
1 火 長野県町村議会議長会臨時総会（長野市）
2 水 議会運営委員会／朝日村行政改革推進委員会
7 月 朝日村男女共同参画審議会
9 水 議会６月定例会開会 本会議・全員協議会
14 月 議会常任委員会
16 水 議会本会議一般質問
18 金 議会６月定例会本会議閉会・全員協議会

行政視察	 11P 

21 月 社協評議員会
23 水 土地開発公社理事会
24 木 御道開渡工区ほ場整備竣工式	 11P 

25 金 議会モニター委嘱並びに懇談会
30 水 松塩地区広域施設組合議会運営委員会

議員
活動報告

大尾沢浄水場　沈殿槽

開業を待つ間登男之湯

竣工記念碑除幕

開
業
を
待
つ
間
登
男
之
湯



朝日村議会へご意見をお寄せください
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私
が
朝
日
村
駐
在
所
に
赴
任
し
、

朝
日
村
で
勤
務
を
始
め
て
か
ら
約
1
年

3
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

朝
日
村
の
方
々
は
人
柄
が
良
く
、

土
地
柄
も
穏
や
か
な
雰
囲
気
で
、
私
も

仕
事
や
私
生
活
の
両
面
で
い
つ
も
助
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
長
野
県
内
で
は
本
年
も
、

オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
還
付
金
詐
欺
の
よ
う

な
特
殊
詐
欺
が
多
数
発
生
し
て
お
り
、

ま
た
6
月
に
入
り
交
通
死
亡
事
故
も
急

増
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

村
民
一
人
一
人
の
防
犯
対
策
や
交
通
安

全
の
意
識
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

各
ご
家
庭
で
特
殊
詐
欺
防
止
の
た

め
留
守
番
電
話
に
設
定
を
す
る
こ
と

や
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト・チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
確
実
な
装
着
、
一
時
停
止
場
所
で

の
停
止
及
び
安
全
確
認
等
の
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
安
心
・
安
全
な
朝
日
村
が

維
持
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ピ
ン
ク
と
ク
リ
ー
ム
色
の
ツ
ー
ト
ン
カ

ラ
ー
の
移
動
販
売
車
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
っ
た
宮

本
有
紀
さ
ん
の
「
ハ
チ
コ
ク
レ
ー
プ
」
と
い

う
ク
レ
ー
プ
屋
さ
ん
で
す
。
早
速
、
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。

ク
レ
ー
プ
屋
を
始
め
た
の
は
、
朝
日
村

に
来
て
ス
イ
ー
ツ
を
食
べた
く
な
っ
た
か
ら
。

今
は
、
朝
日
村
の
キ
ャ
ベ
ツ
・
レ
タ
ス
を
添

え
た
ク
レ
ー
プ
が
あ
り
、
7
月
に
は
御
馬
越

の
夏
秋
イ
チ
ゴ
を
使
っ
た
ク
レ
ー
プ
を
出
し

ま
す
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

令
和
2
年
11
月
か
ら
修
行
と
準
備
を
し

て
、
令
和
3
年
4
月
か
ら
本
格
的
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
平
日
は
、松
本
市
の
興
文
堂
、

塩
尻
市
の
マ
ル
シ
ェ
で
販
売
、
他
に
も
出
店

で
き
る
場
所
を
探
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
、

お
店
を
構
え
た
い
と
夢
は
膨
ら
み
ま
す
。

役
場
で
の
移
動
販
売
は
、
毎
週
木
曜
日

の
お
昼
、
人
気
の
ク
レ
ー
プ
は
、
チ
ョ
コ
バ

ナ
ナ
生
ク
リ
ー
ム
、
イ
チ
ゴ
生
ク
リ
ー
ム
、

チ
ョ
コ
ク
ッ
キ
ー
生
ク
リ
ー
ム
で
す
。
余
談

で
す
が
、
こ
の
日
、
私
も
妻
と
ク
レ
ー
プ
を

食
べ
ま
し
た
。
美
味
で
し
た
。	 （
高
橋
良
二
）

コ
ロ
ナ
禍
、や
っ
と
ワ
ク
チ
ン
接
種

も
順
調
に
進
み
、い
よ
い
よ
以
前
の
日

常
が
戻
る
の
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、変
異
ウ
イ
ル
ス
の
問
題
も

あ
り
、や
は
り
慎
重
に
感
染
対
策
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、議
会
だ
よ
り
も
編
集
委
員

が
入
れ
替
わ
り
、新
体
制
で
臨
む
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。議
会
と
村
民
の
皆

さ
ん
の
橋
渡
し
と
な
る
報
告
が
で
き

る
よ
う
に
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

	

（
髙
橋
廣
美
）

発
行
責
任
者

　
議
　
長	

北
村
　
直
樹

編
集
委
員

　
委
員
長	

髙
橋
　
廣
美

　
副
委
員
長	

高
橋
　
良
二

　
委
　
員	

上
條
　
俊
策

	

齊
藤
　
勝
則

	

上
條
　
昭
三

	

塩
原
智
惠
美

第9弾 「ハチコクレープ｣
移
動
販
売
車

村内の施設やイベントに
議員が訪問して、

その取組みや要望を聞く
地域密着のコーナー

安
心
・
安
全
な
生
活
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に

ぽけっと広場　親子交通安全教室

「手をあげて。」おかあさんといっしょ。

朝
日
村
駐
在
所
　

覀に
し
か
わ川

　
敦あ

つ
ひ
ろ浩
さ
ん

▲
こ
ち
ら
か
ら

朝
日
村
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す


